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H30.8.1 発行 喜 び と 笑 顔 に 出 会 う た め に 

今年も暑い夏がやってまいりました。みなさまいかがお過ごしでしょうか。 

このたびの大豪雨により被害を受けられたみなさまには心よりお見舞い申し上げます。 

 

2月から「政策コンテンツ交流フォーラムＫＯＢＥ」の活動を開始致しました。これまで東京にて30回を重ねてきた公共政

策についての勉強会の関西版で、当事務所が事務局をさせていただいております。さまざまな分野の皆様方の参加 

を得て今のテーマを語る気楽な会としてスタートしております。 

第1回（2月）は、宮脇淳先生（北海道大学法学研究科・公共政策大学院教授）による基調講演「2018年度地方行財政

の課題と曲がり角の官民連携（指定管理）」、第2回（4月）は、当事務所ニュースレター№5で紹介しました「なかほら牧

場」中洞正さんの弟子である島崎薫さんに、完全放牧酪農である「山地（やまち）酪農への挑戦」のお話を、第3回（7月）

は、年間363日開いている「東灘こどもカフェ」の中村保佑さんに多世代の居場所づくりの重要性と食を中心としたつな

がりのあり方と幅広い活動について伺いました。地域で生きていくこと、仕事をしていくことについて、たくさんのヒントを

いただきました。ありがとうございました。 

今後も皆様の気軽なご参加を歓迎しておりますので、当事務所までご一報いただければ幸いです。 

 

国内では毎日のように少子高齢化、多死社会、そして労働力不足が叫ばれ、官邸が強さを増し、国際間の駆引きに 

おいては、長期政権化、独裁化、自国第一主義が進展しています。私たちにできることは「忖度」のみでしょうか。自律

的にやれることは加速度的に細っているようにも思います。しかし、明日は良くなる、と信じて生きていきたい。我々一 

人一人に志と哲学が必要です。きょうも一日、しっかりと生きてまいります、夏ノ暑サニモ負ケズ。 
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写真：「薫る野牧場」と富士山 



１ 内緒の話や秘密の話は、どこでも誰でもしています。

個人と個人のコミュニケーションやネットワークづくりとし

て、あるいは組織間での重要機密情報伝達として、内

緒の話は重要です。そして、内緒や秘密まで、なんで

もかんでも外に話してしまうような人であれば、正常な

おつきあいはできないのが常識です。 

 これに対して、企業や政府、自治体が、組織内の情

報を社会に公開・公表せずに「非公開扱い」としてしま

う場合に「隠ぺい」と非難される事態が起こります。「隠

ぺい」とは、公開・公表すべき情報をことさらに隠してし

まうことであり、いったん「隠ぺい」とレッテルを貼られて

しまいますと、社会からの信頼は失墜し、回復する作業

は困難を極めます。社会的な責任を負っている組織や

団体にとって「公開（公表）」か「非公開」かの判断は極

めて重要な事項だということになります。 

政府や自治体は当然のこと、小さな規模の私企業で

あっても、ユーザー、消費者、取引関係者、投資家や

従業員、株主がいて、監督官庁が存在し、さまざまな

人や組織と利害関係をもっています。組織は社会の一

員として、すべての利害関係者を大切にし、情報を適

切に公開公表して情報共有することで、その利益を害

さないように保護しなければならない社会的な責任を

負っているのです。 

２ 組織が「非公開扱い」との判断を行うとき、情報を

受けるべき利害関係者のことを考えることが重要です。

消費者の生命や身体、財産にかかわる事項について、

情報を受け取れない消費者の利害は深刻です。仮に

内部の不祥事でも、受け取れない人からは「私たちを

重要視していない」と批判され、信頼が失墜してしまう

可能性があるのです。情報を受けるべき利害関係者の

利害を想像し、「非公開扱いにするか否か」を判断す

べきなのです。 

３ しかし、相変わらず世間では「隠ぺい」事象があと

を絶ちません。「隠ぺい」「組織的隠ぺい」などと非難さ

れたら、やることなすことすべての行動に信頼がなくな

っていくことが自明であるにもかかわらず、あちこちで起

きているのです。 

私は、この問題は、「内緒の話」と「公開・公表」の中

間に存在する「組織内の『情報共有』」のあり方に問題

があると考えています。一人の人間が何かに気付きま

す。それをとりあえず信頼できる人に伝達します。「どう

もおかしなことになっている気がする」という「気付き情

報」です。これが重要度の高い情報である場合、その

情報は組織的に「共有」されなければなりません。その

情報が適切な部署、経営陣など組織のトップにまで共

有され、トップがその情報をいかに「コントロール」する

かを決めなければなりません。「公開と非公開」、「公開

の時期」、「優先順位」、「その方法」などをリスク管理と

して判断するわけです。トップがこの判断を誤ってしま

ってはおしまいですが、トップが合理的かつ適切に判

断すれば、その組織はその情報を適切にコントロール

して有効に活用することになり、「隠ぺい」したなどと批

判されることはなくなります。 

４ ところが往々にして、情報を受け取った

人が「共有すべきである」と感じずに、次に

伝えないことが起こります。気付き情報が、トップ判断を

行う前の段階で消えてしまったら、組織は存続自体を

揺るがせかねないリスクにさらされることになるのです。 

 情報のリスク管理にとって、この気付き情報の「共有」

は極めて重要な問題です。それは、当初「うわさ話」の

ような体をなしているかもしれません。「私個人のミス」と

プライベート情報の体をなしているかもしれません。情

報というのはその所持者は何も思わなくても、トップのリ

スク管理にとっては、極めて重要な情報であるかもしれ

ないのです。つまり、情報に接する者の全員が、気付き

情報の重要性を瞬時に判断し、見極めなければならな

いことになります。 

５ 「不祥事」が起きると第三者調査委員会が調査す

ることが多くなりました。そして、必ず第三者は、組織の

目的や理念、コンプライアンスを徹底すべきだ。組織文

化を抜本的に見直すべきだ等と報告します。この「組

織の理念等の徹底」「組織文化」とは、まさに組織の全

員が、情報の重要性の有無、程度について「同じ基準」

を共有し、その基準にしたがった瞬時の判断ができる

体制になっていることを意味しているのです。 

一人一人が、「内緒」話か「共有」問題なのかを瞬時

に判断する。そのためにはまず、組織の全員が、組織

の目的を共有しなければなりません。そして、一人一人

が「自分のこと」と「組織のこと」を区別して考えられる自

律した人間であることが必要です。自分のことと組織の

ことが混線してしまう人、組織よりも自分の立場を重視

して考えてしまう人は、公開すべき情報を内緒話にした

り、重要情報をひとりで抱えこんでしまうなどのリスクを

冒してしまうのです。 

したがって、トップは、常に組織の判断基準を内にも

外にも示し続け、人事評価や日々の指導教育におい

て、組織の目的や理念を理解し自立判断できる人を求

めていかなければならないと思います。 

６ もちろんトップの感度が極めて重要です。自分自

身がガラパゴス的な価値観にそまっていたのでは、公

開・非公開の判断を誤ります。そのため、組織内情報

共有と組織外への公開・公表の一歩手前の段階に第

三者との「情報交換」という層が必要だと考えます。法

律的な守秘義務を負った弁護士がこの役割を忠実に

担えます。自分たちでは気付かなくても、「第三者」から

は意外とその組織の文化や癖を見透せるものなのです。 

もし、あの時、あの情報がもつ意味について外部の

第三者と議論できていたら、あの「隠ぺい」批判は回避

できたのではないでしょうか。トップは今、外部第三者

の意見を組織内意見と対等にうまく取り込むことが求め

られているのです。 

第三者の意見を取り入れていく組織。風通しの良い

組織とは、外部の情報を対等に取り入れる、そういうリ

スク管理体制をもった組織のことをいうのだと思います。 

隠ぺい問題 ―内緒の話と「公開・公表」の間にあるもの― 弁護士 井口 寛司 


